『貼雑年譜』の乱歩 by 丹羽 みさと
2020年 3 月30日
　
二
〇
一
九
年
度
下
半
期
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
後
に
乱
歩
邸
を
訪
れ
た
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
者
の
サ
イ
ン
を
、
そ
の
作
品
と
共
に
展
示
し
ま
し
た
。
サ
イ
ン
は
、
乱
歩
が
私
的
に
使
っ
て
い
た
原
稿
用
紙
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
　
最
新
の
第
六
十
五
回
江
戸
川
乱
歩
賞
は
、
神
護
か
ず
み
氏
が『
ノ
ワ
ー
ル
を
ま
と
う
女
』
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
賞
は
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
、
乱
歩
還
暦
祝
賀
会
の
席
上
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
は
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
や
二
十
七
日
会
東
京
作
家
ク
ラ
ブ
な
ど
の
会
員
が
集
い
、
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
か
ら
緋
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
乱
歩
好
み
江
戸
川
乱
歩
と
江
戸
川
乱
歩
賞
展
示
紹
介
の
ベ
レ
ー
帽
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
乱
歩
は
、
探
偵
小
説
奨
励
の
た
め
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
に
百
万
円
の
寄
付
を
決
め
、
賞
　
二
〇
一
九
年
度
に
は
、
江
戸
川
乱
歩
作
成
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
『
貼はり
雑まぜ
年ねん
譜ぷ
』
に
貼
ら
れ
た
様
々
な
写
真
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
『
貼
雑
年
譜
』
に
は
、
乱
歩
邸
内
で
撮
ら
れ
た
家
族
写
真
や
、
交
友
の
あ
っ
た
作
家
達
と
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
の
ほ
か
、
立
教
大
学
五
号
館
脇
で
佇
む
姿
、
こ
っ
く
り
さ
ん
に
興
じ
る
三
島
由
紀
夫
や
杉
村
春
子
、
芥
川
比
呂
志
を
後
ろ
か
ら
眺
め
て
い
る
姿
、文
士
劇「
鈴
ヶ
森
」
に
出
演
し
、
幡
随
院
長
兵
衛
に
扮
す
る
姿
な
ど
が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
写
真
か
ら
は
、
人
嫌
い
を
公
言
し
て
い
た
乱
歩
が
、
段
々
と
人
前
に
出
て
く
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
（
丹
羽 
み
さ
と
）
江戸川乱歩賞展示
の
設
立
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
乱
歩
は
正
賞
と
し
て
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
思
い
立
ち
、
十
個
、
つ
ま
り
は
十
年
分
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
第
四
十
九
回
か
ら
は
江
戸
川
乱
歩
の
胸
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
第
一
回
受
賞
作
は
中
島
河
太
郎
「
探
偵
小
説
事
典
」、
第
二
回
は
早
川
書
房
「
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ポ
ケ
ッ
ト
・
ミ
ス
テ
リ
の
出
版
」
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
は
小
説
以
外
の
業
績
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
島
か
ら
「
書
下
し
長
編
を
募
集
し
て
、
そ
の
最
高
作
に
贈
っ
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
受
賞
作
が
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
と
い
う
現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
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